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石巻医療圏　健康・生活復興協議会概要	
 

l 石巻医療圏の在宅被災世帯を対象に	
 

　戸別訪問聞き取りと、専門職支援を行う	
 

l 平成23年10月より活動を開始、年度末	
 

　までに8,604世帯を戸別訪問し、	
 

　4,023世帯の聞き取りを実施した。	
 

l 聞き取り世帯のうち、約4割(1,545件)が支援を必要として
いた	
 

l 医師や看護師、ソーシャルワーカーなどによる医療介護福
祉支援に加え、住環境や物資支援など生活支援も実施した	
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l 平成24年度は石巻市委託事業として、主に専門職による健
康支援を実施している	
 

l 地域の行政機関等と連携し、身体や精神面、ソーシャル問
題、住環境の問題等に対して個別支援を行っている	
 

l その他移動型コミュニティバスや心のケアイベント等、集
団支援を行っている	
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石巻医療圏　健康・生活復興協議会概要	
 

専門職フォロー	
 コミュニティ支援	
 訪問調査	
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活動エリア	
 
現在、中里地区に拠点を設置し、住吉・湊・渡波・大街道・石巻門脇・山下・牡
鹿・北上・河北の各地区の浸水被害があったエリアで活動している	
 

石巻医療圏　健康・生活復興協議会概要	
 

（網地島含む）	
 

※地区は、石巻市保健師管轄区域を元に設定しております。	
 



活動全体図	
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戸別訪問聞き取り　	
 

進捗報告	
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■2012年4月1日～2012年12月26日に行った、戸別訪問聞き取りの実績。	
 

5割以上が在宅、うち、約35％につき聞き取りを行った。	
 

12月は、第一期に訪問した渡波地区で、当時は不在だった世帯およびその後移住されてきた
世帯を中心にアセスメントを実施した。	
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戸別訪問聞き
取り終了	
 
35.2%	
 

サポート不要	
 
17.1%	
 

不在	
 
47.7%	
 

[全体]	
 

訪問計画	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 約	
 11,500世帯	
 

訪問件数	
 11,452世帯	
 

在宅	
 5,995世帯	
 

戸別訪問聞き取り終了	
 4,032世帯	
 

サポート不要	
 1,963世帯	
 

不在	
 　	
 5,457世帯	
 

※戸別訪問した際に、不在の場合は「在宅訪問聞き取り調査について」という不在票を残し、後日ご連絡
をいただいたお宅へ再度訪問をしています。これにより、対象世帯を網羅します。	
 

1.	
 戸別訪問聞き取り　進捗報告	
 ～全体	
 



■2012年4月1日～2012年12月26日に行った戸別訪問聞き取りの実績を地域別にまとめたもの。	
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件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

聞き取り終
了

4,032 1,388 40% 143 36% 595 25% 350 26% 796 35% 79 37%

サポート不
要

1,963 722 21% 45 11% 406 17% 179 13% 396 17% 46 21%

5,457 1,376 39% 209 53% 1,421 59% 814 61% 1,072 47% 91 42%

11,452 3,486 100% 397 100% 2,422 100% 1,343 100% 2,264 100% 216 100%

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

聞き取り終
了

4,032 52 47% 16 0% 196 0% 228 0% 188 0% 1 100%

サポート不
要

1,963 24 22% 0 0% 28 0% 73 0% 44 0% 0 0%

5,457 34 31% 10 0% 125 0% 182 0% 123 0% 0 0%

11,452 110 100% 26 0% 349 0% 483 0% 355 0% 1 100%

渡波

訪問合計

その他

在
	
 
宅

不在

釜・大街道 山下 石巻・門脇
地域 全体

住吉 湊

地域

在
	
 
宅

不在

北上 河北

訪問合計

全体
稲井・開成 荻浜 牡鹿

2.	
 戸別訪問聞き取り　進捗報告	
 ～地域別	
 



戸別訪問聞き取り	
 

結果報告（一部抜粋	
 ）	
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■「震災前から震災後で世帯の人数変化はありましたか（一時的含む）」の質問に対し、「有り」と回答した
世帯の割合、および世帯数。	


23.8%	
  

24.6%	
  

18.7%	
  

26.9%	
  

24.4%	
  

28.2%	
  

22.1%	
  

29.4%	
  

47.4%	
  

13.3%	
  

15.4%	
  

43.8%	
  

0.0%	
   30.0%	
   60.0%	
  

全体	


住吉	


山下	


渡波	


釜・大街道	


河北	


北上	


湊	


石巻・門脇	


牡鹿	


稲井・開成	


荻浜	
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該当	

世帯数	


住民の状況／住民の声	
 
	
 
•  震災前は鮎川町に夫婦と、世帯主の両親

が隣同士で住んでいたが、津波で全壊し、
渡波で一緒に住む様になった。	
 

•  災害に有った他の家族が、こちらの家に
同居することになった。	
 

•  震災前は4世帯7人家族だったが、家が全
壊になり、それぞれ別に仮設に入り、バ
ラバラに暮らしている。	
 

•  子供・孫などが仕事や進学、結婚の為に
ほかの土地（塩釜・仙台・東京・神奈
川・千葉・熊本・京都など）に引越した。	
 

•  震災や病気で死別。	
 

•  地震、津波による精神的ダメージで妻が
現在関西で治療中。	
 

•  家族が施設に入居した。	
 

•  子供が生まれて家族が増えた。	
 

有効	

回答数	


1.	
 約1/4の在宅被災世帯で、震災前後で世帯人数に変化あり	
 

959	
 4023	
 

341	
 1384	
 

149	
 796	
 

160	
 594	
 

85	
 349	
 

53	
 188	
 

50	
 226	
 

42	
 143	
 

37	
 78	
 

26	
 196	
 

8	
 52	
 

7	
 16	
 

全体 23.8%	




2.	
 約1/3以上の在宅被災世帯で、震災前後の収入に変化あり	
 

36.6%	


29.8%	


32.4%	


45.0%	


39.9%	


33.8%	


45.6%	


42.5%	


44.1%	


48.7%	


38.5%	


62.5%	


0.0%	
   30.0%	
   60.0%	
   90.0%	
  

全体	


山下	


住吉	


渡波	


釜・大街道	


牡鹿	


北上	


河北	


湊	


石巻・門脇	


稲井・開成	


荻浜	
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住民の状況／住民の声	
 
	
 
•  職場が被災して失業した。	
 
•  自営業（魚屋）ができなくなった。	
 
•  賃貸物件が流出した。	
 
•  田んぼができなくなってしまった。	
 

•  被災で体調を崩したため仕事ができなく
なった。	
 

•  震災前は働いていたが、今の家に引っ越
して来て、職場が遠くなったので辞めた	
 

•  顧客が減ってしまった。	
 
•  経営していた民宿の収入がゼロになった	
 

•  給与カット、ボーナスの削減がされた。	
 
•  仕事が変わり給与が下がった	
 

•  年金が下がった	
 

•  夫が亡くなり働き手が減少した。	
 

•  廃業。退職。	
 

■「震災前に比べて収入に変化がありましたが」の質問に対し、「有り」と回答した世帯の　割合、および世
帯数。	


該当	

世帯数	


4,008	
 

794	
 

1,379	
 

589	
 

348	
 

195	
 

228	
 

186	
 

143	
 

78	
 

52	
 

16	
 

2,055	
 

557	
 

447	
 

324	
 

209	
 

129	
 

124	
 

107	
 

80	
 

40	
 

32	
 

6	
 

有効	

回答数	


全体 36.6%	


その他地域1件聞き取り	
 



3.	
 約70％の在宅被災世帯が、大規模半壊以上の認定を受けている	
 

68.5%	
  

77.8%	
  

79.7%	
  

70.9%	
  

92.7%	
  

82.0%	
  

75.0%	
  

84.3%	
  

15.9%	
  

15.6%	
  

11.6%	
  

25.0%	
  

0.0%	
   50.0%	
   100.0%	
  

全体	


住吉	


山下	


渡波	


釜・大街道	


湊	


石巻・門脇	


稲井・開成	


北上	


河北	


牡鹿	


荻浜	
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住民の状況／調査員を通した住民の声	
 
	
 
•  家が全壊になり、一階部分をリフォームし、仮設より

戻ってきた。（「戻ってきた」という声多数あり）	
 

•  全て直し今年7月から住んでいる。それまで借上にい
た。家で直したい所はないが、家が平屋なので心配。	
 

	
 
•  家はリフォームが終わっており、全て直されている。

土地が地盤沈下をしている為、そこは不安が有る。	
 

•  リフォームを行い、生活が出来るレベルまで補修済。
直したい箇所は未だあるが、経済的な理由で直す予定
は無い。	
 

•  一部台所の床がきしむ部分に、ベニヤ板を置いて対応
中。お金が無いので修理は未定。座敷の押入にも砂が
あり、まだ完全に掃除が終わっていない。	
 

•  支援金と貯金全部とで家を新築した為、貯蓄は無く

なってしまった。住む所は出来上がったが、これから
先の生活が不安。	
 

•  震災前、雄勝町に家があり、現在の家と半々で生活し

ていたが、震災の影響により、現在の家へ完全に移っ
た。	
 

	
 	
 
•  以前は女川町野々浜に住んでいた。家族が多く、仮設

がいつ建つのか分からない状況だったので、現住所に

家を新築した。	
 

■「現居住地の市役所が判定した損壊状況は何でしたか」の質問に対し、「全壊」「大規模半壊」
と回答した世帯の割合、および世帯数。	
 

2,650	
 3,867	
 

1,038	
 1,334	
 

603	
 757	
 

398	
 561	
 

306	
 330	
 

114	
 139	
 

57	
 76	
 

43	
 51	
 

36	
 227	
 

29	
 186	
 

22	
 190	
 

4	
 16	
 

該当	

世帯数	


有効	

回答数	


全体 68.5%	




4.	
 約15％の在宅被災者が、睡眠に支障をきたしている	
 

15.0%	


15.3%	


18.2%	


14.9%	


18.4%	


16.6%	


25.9%	


12.2%	


16.3%	


8.4%	


13.6%	


4.2%	


0.0%	
   20.0%	
   40.0%	
  

全体	


住吉	


山下	


渡波	


釜・大街道	


北上	


石巻・門脇	


河北	


湊	


牡鹿	


稲井・開成	


荻浜	


全体 15%	
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住民の状況／住民の声	
 
	
 
•  地震がきたり、震災の事を考えると、

睡眠剤を服用しても眠れない事が有る。
「死んでもいい」と思う事がよく有る。
長男を震災で亡くしてから、睡眠薬を
服用しないと眠れなくなった。（73歳
男性）	
 

•  睡眠薬を飲まないと中々眠れないが、
睡眠薬を飲むとすぐ寝れる。(88歳男
性）	
 

•  震災後から不眠になり、病院で睡眠薬
を処方されているが、あまり良く眠れ
ず、日中も眠くて横になる事があると
の事。又、夜、床に入り、眠れないな
と思うと、飲んだと思っていた睡眠薬
が床に落ちていたという事もある。	
 

　（79歳女性）	
 

•  睡眠薬を服用しているが、あまり効か
なくなり、処方薬を変更してもらった
との事。（84歳女性）	
 

■「睡眠の乱れのため困っていることはありませんか」の質問に対し、何らかの問題があると回答した個人
の割合、および個人数。	


930	
 	
 5885	
 	
 

268	
 1,746	
 

219	
 1,205	
 

137	
 917	
 

104	
 564	
 

70	
 421	
 

15	
 58	
 

38	
 311	
 

38	
 233	
 

25	
 296	
 

15	
 110	
 

1	
 24	
 

該当	

世帯数	


有効	

回答数	




5.	
 約25％の在宅被災者が、週に1～2度以下の外出しかしていない	
 

24.6%	


20.4%	


25.5%	


25.0%	


35.0%	


36.0%	


19.3%	


20.9%	


25.4%	


38.2%	


32.9%	


45.8%	


0.0%	
   30.0%	
   60.0%	
  

全体	


住吉	


山下	


渡波	


北上	


河北	


釜・大街道	


牡鹿	


湊	


稲井・開成	


石巻・門脇	


荻浜	
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住民の状況／住民の声	
 
	
 
•  圧迫骨折のため腰が痛く、長時間歩いた

り、起きているのが辛い。杖を使わない
と歩くのが怖い。（76歳女性）	
 

•  震災前から腰痛を持っていた。震災後、
徐々に歩きにくくなり、足が痺れる。感
覚がなくなる感じがするとの事。自力歩
行は出来る。（77歳女性）	
 

•  膝が痛くて、震災前石巻診療所に通院し
ていたが、注射の痛み止めばかりで、治
らないので行くのをやめた。（77歳女
性）	
 

•  前は友人と散歩をしていたが、転んでか
ら動く量が減った。（76歳女性）	
 

•  震災前は畑を借りて色々な野菜を作って
いたり、自転車で石巻駅まで行く程、元
気だった。現在は足腰が痛く、歩行も大
変。呼び鈴が鳴って玄関に行ったら、誰
も居なかったという事が頻繁にある（76
歳女性）。	
 

1,534	
 6,243	
 

405	
 1,990	
 

317	
 1,242	
 

236	
 943	
 

151	
 431	
 

114	
 317	
 

111	
 574	
 

63	
 302	
 

61	
 240	
 

42	
 110	
 

23	
 70	
 

11	
 24	
 

該当	

世帯数	


有効	

回答数	


全体 24.6%	


■「一週間に何度外出しますか」の質問に対し、「週に1～2回以下」と回答した個人の割合、および個人数。	




6.	
 約10％の在宅被災者が、心のケアが必要な基準を超えている	
 

9.2%	


9.4%	


8.6%	


10.7%	


9.1%	


9.4%	


11.6%	


7.8%	


16.3%	


5.0%	


9.4%	


0.0%	


0.0%	
   10.0%	
   20.0%	
  

全体	


住吉	


山下	


渡波	


釜・大街道	


北上	


湊	


河北	


石巻・門脇	


牡鹿	


稲井・開成	


荻浜	
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■「心のケア指標(K6）」の点数合計が「重症、要注意」基準の9点を超えた個人の割合、および個
人数。	
 

589	
 6,448	


200	
 2,180	
 

107	
 1,244	
 

95	
 928	
 

52	
 575	
 

40	
 424	
 

27	
 240	
 

24	
 308	
 

19	
 119	
 

15	
 301	
 

10	
 106	
 

0	
 23	
 

該当	

世帯数	


有効	

回答数	
 ※心のケア指標「K6」とは？	


	

	

・こころの健康状態を調べるテスト	

	


・質問項目は、6つ	

１　神経過敏に感じましたか	

２　絶望的だと感じましたか	

３　そわそわ、落ち着かなく感じましたか	

４　気分が沈み込んで、何が起こっても	

　　気が晴れないように感じましたか	

５　何をするのも骨折りだと感じましたか	

６　自分は価値のない人間だと感じました
か	


	

・回答は、5段階。	

　それぞれの回答で点数が異なる。	


	
1.全くない（0点）	

	
2.少しだけ（1点）	

3.ときどき（2点）	

4.たいてい（3点）	

5.いつも　（4点）	


	


・判断の基準点数	

　K6の合計点数が13点以上だと「重症、要注意」と
されている。石巻市では、9点を基準としている。	

	


・当協議会での取り扱い	

　K6による合計点のみではなく、その他のリスク要
因と合わせた独自の判断基準により、こころのケ
アサポート要否を判断している。	


全体 9.2%	




7.	
 約6％の在宅被災者が「生きる希望がない・死んだ方がまし」 
　　	
 と感じている	
 

6.0%	


5.7%	


6.5%	


6.5%	


5.7%	


5.9%	


8.0%	


4.9%	


10.5%	


6.4%	


2.3%	


4.3%	


0.0%	
   10.0%	
   20.0%	
  

全体	


住吉	


山下	


渡波	


釜・大街道	


北上	


河北	


湊	


石巻・門脇	


稲井・開成	


牡鹿	


荻浜	
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住民の状況／住民の声	
 
	
 
•  地震が来た時にそう思う。（74歳女性）	
 

•  震災の事を思い出す。でも、孫達を見て
ると、気が紛れるからい（生きている）。
（76歳女性）	
 

•  震災により、様々な事が起こり、目が周
る程疲れる日々があった。今は経済的な
不安が大変大きい。（32歳女性）	
 

•  震災で仲間を失った事や、仕事の面で以
前より収入が激減した事がつらく、現在
の地での生活に不安がある。インフラ整
備を急いで貰いたい。（62歳男性）	
 

•  体の不調があるため。（56歳女性）	
 

•  就職活動に失敗したときにそう思った。	
 
　　（21歳女性）	
 
	
 

■「生きる希望がない、死んだ方がましだと思うことがありますか」という質問に対して、「ある」と回答した
個人の割合、および個人数。	


全体 6%	


386	
 6，439	


124	
 2,169	
 

80	
 1,236	
 

60	
 930	
 

33	
 579	
 

25	
 424	
 

25	
 311	
 

12	
 244	
 

12	
 114	
 

7	
 109	
 

7	
 300	
 

1	
 23	
 

該当	

世帯数	


有効	

回答数	


その他地域1件聞き取り	
 



専門職サポート	
 

活動報告	
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■サポートが必要だった世帯の割合と、サポート種類の分布　	
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対応件数全体におけるサポート別割合	
 

サポート	
 
必要	
 
31%	
 

問題なし	
 
69%	
 

2,775世帯	
 

1,256世帯	
 

3%	
 

33%	
 

4%	
 

5%	
 

21%	
 

7%	
 

12%	
 

15%	
 

0%	
 10%	
 20%	
 30%	
 40%	
 

医療	
 

介護	
 

自立（個人）	
 

自立（世帯）	
 

こころ【軽】	
 

こころ【重】	
 

見守り	
 

住環境	
 

注1）医療・介護・こころ【軽】/【重】・見守りは個人に対するサポートであり、住環境は
世帯に対するサポートである。自立は個人・世帯それぞれに対するサポートを行ってい
る。	
 

注2）上記は1世帯、1個人に対して複数のサポートが介入する場合も含む。	
 

68	
 

39	
 

93	
 

282	
 

160	
 

187	
 

1.	
 専門職サポート　サポート要否・サポート種類　判定結果	
 

活動期間：2012年4月1日～2012年12月26日	
 

433	
 

延べ数:1,319件	
 

57	
 

訪問した4,032世帯の内訳	
 



31%	
  
29%	
   32%	
   32%	
   25%	
   40%	
  

32%	
   36%	
   38%	
  
47%	
  

25%	
   31%	
  

69%	
   71%	
   68%	
   68%	
   75%	
  
60%	
  

68%	
   64%	
   62%	
  
53%	
  

75%	
   69%	
  

0%	
  

20%	
  

40%	
  

60%	
  

80%	
  

100%	
  

全体	
 住吉	
 山下	
 渡波	
 釜・大街
道	


河北	
 北上	
 牡鹿	
 湊	
 石巻・門
脇	


稲井・開
成	


荻浜	

あり	
 無	


Copyright(C)	
 2012	
 	
 石巻医療圏	
 健康・生活復興協議会	
 All	
 Rights	
 Reserved	
 20	
 

全体31％	


全体	
 住吉	
 山下	
 渡波	

釜・大街

道	

河北	
 北上	
 牡鹿	
 湊	


石巻・門
脇	


稲井・開
成	


荻浜	


問題有	
 1,256	
 407	
 254	
 188	
 87	
 76	
 72	
 71	
 46	
 37	
 13	
 5	


問題無	
 2,775	
 981	
 542	
 407	
 263	
 112	
 156	
 125	
 97	
 42	
 39	
 11	


■サポートが必要だった世帯の割合と世帯数を地域別にしたもの　	


	


2.	
 専門職サポート　サポート要否地域別判定結果	
 

活動期間：2012年4月1日～2012年12月26日	
 

その他地域1件聞き取り	
 



74%	
  

50%	
  

42%	
  

47%	
  

68%	
  

52%	
  

44%	
  

81%	
  

23%	
  

37%	
  

51%	
  

53%	
  

18%	
  

32%	
  

11%	
  

8%	
  

3%	
  

14%	
  

7%	
  

0%	
  

14%	
  

16%	
  

44%	
  

11%	
  

0%	
   20%	
   40%	
   60%	
   80%	
   100%	
  

医療	
 

介護	
 

自立	
 

自立（世帯）	
 

こころ【軽】	
 

こころ【重】	
 

見守り	
 

住環境	
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※数値は自立（世帯）、住環境のみ世帯単位、それ以外は個人単位	
 

■専門職サポートの領域別進捗状況	


※見守りについては、すぐに専門職サポートが必要な世帯ではなく、孤立が懸念される高齢世帯へ調査から3ヶ月後に見守り開始	
 

3.	
 専門職サポート　進捗状況	
 

活動期間：2012年4月1日～2012年12月26日	
 



行政保健師、包括と活動の報告、事例相談を行っている	
 

各地域の総合支所と、保健師、地域包括支援センターと検討が必要なケースについて、情報
共有し対応を検討するケースカンファレンスを実施している。	
 

２月以降、本庁地区でも同様に開催していく予定。	
 

	
 

地区別ケースカンファレンス　今後の予定	
 

	
 

【既に実施】	
 

l  河北地区　　　　１月２４日　１４：００～	
 

l  牡鹿　　　　　　　２月７日　１４：００～	
 

l  北上　　　　　　２月１８日　１３：００～	
 

	
 

【今後実施予定】	
 

l  渡波地区　　　　１月２３日　１５：００～　　	
 

l  釜・大街道地区　　２月７日　１３：３０～　　場所：山下包括	
 

l  住吉地区　　　　　２月５日　１０：００～　　場所：市役所	
 

l  稲井地区　　　　　　　未定	
 

l  湊地区　　　　　　　　未定	
 

l  山下地区　　　　　　　未定	
 

l  石巻・門脇　　　　　　未定	
 

l  荻浜　　　　　　　　　未定	
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その他の活動報告	
 

ー新しい取り組み：渡波MTGー	
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■在宅被災世帯が抱える問題※（アセスメント時の住民の発言取りまとめ）	
 

【精神的な問題がある】	
  
・生きがい喪失、将来不安など、希望を見出せない	
  
・PTSDや身体異常などの精神面での症状を抱えている	
  
	
  
【身体的な問題がある】	
  
・身体能力が低下、持病が悪化している	
  
・運動量（外出機会含）が減り、生活不活発病傾向にある	
  
	
  
【孤立・交流がない】	
  
・別離や職域・地域関係の喪失により、孤立している	
  
・近隣住民との関係が悪くなっている	
  
・人が集まる場や相談できる場が不足している	
  
	
  
【介護問題を抱えている】	
  
・（症状の悪化など）介護による身体・精神負担が大きい	
  
・認知症問題（症状進行、生活困難）がある	
  
	
  
【その他】	
  
・住宅の問題を抱えている	
  
・失業や資金の必要性が高まり、経済的に困窮している	
  
・就労できない	
  
・仮設住宅への支援との不平等感を感じている	
  
・（通院などの）移動に困難を抱えている	


30%	
  

18%	
  

17%	
  

10%	
  

6%	
  

5%	
  

3%	
  

3%	
  

3%	
  

2%	
  

2%	
  

1%	
  

1%	
  

0%	
  

0%	
   5%	
   10%	
   15%	
   20%	
   25%	
   30%	
   35%	
  

行政への要望	


精神的負担	


孤立・交流がない	


住環境	


経済	


就労	


都市計画	


家族問題	


身体的負担	


通院困難	


情報不足	


認知症	


施設・スペース希望	


通院中断	
 割合	


※渡波地区の調査フリーコメント326件の集計	


在宅被災世帯の問題　１	
 

Ø  在宅被災世帯が抱える問題は、保健・医療・介護・福祉、さらに生活支援まで多岐にわたり複雑に関係している。その中でも主に孤立や、
精神的な問題が深刻である。	


Ø  さらに、表に出てこない問題、自助では解決できない問題が多い。	




サポー
ト必要	

31%	


問題な
し	

69%	


N=3,798	
 

サポート必
要	
  
24%	


N=2,489	
 

問題なし	
  
76%	


■　震災後1年目	
 ■　震災後2年目	
  
（2012年4月1日~2012年11月30日）	


■　震災後2年目の住民の声	


•  健康支援事業	
  
　　　　　健康調査、健康相談会、戸別家庭訪問等	
  
•  自立支援事業	
  
•  介護予防事業	
  
•  生活習慣病重症化予防事業、	
  
•  栄養食生活支援事業	
  
•  心のケア事業	
  
•  地域コミュニティ活性化支援	
  
•  法律相談事業	
  
•  障碍者サポート事業	
  
•  介護保険事業、在宅医療等	
  
•  要援護者支援事業	
  
•  就労支援	
  
•  住宅再建補助事業	
  
•  生活保護等扶助　　　　　　　　　　　　　　　　等	
  

	


■　現状の在宅被災世帯を対象とした健康・生活再建策	


•  健康・生活調査（訪問聞き取り）活動	
  
•  医療・介護・福祉専門職による個別支援事業	
  
•  医療・介護・福祉専門職による集団支援事業	
  
•  地域コミュニティ活性化支援事業	
  
•  移動支援事業	
  
•  巡回見守り事業	
  
•  自立支援事業	
  
•  心のケア事業	
  
•  住民の健康・生活実態のとりまとめ、報告活動　　等	
  

制
度
呍専
門
職
双
叩
召
支
援	


支
援
団
体
等
双
叩
召
支
援	


•  制度、地域専門職、支援団体等により、住民が抱える問題の
改善に努める動きは多数行われている。しかし、問題は膨大
な量である	
  

•  住民を支える支援者が連携し、地域一体となる必要がある	
  

•  実家が流され、親族何人も亡くなった。友達も亡くなった。まだ少し体
調が悪いが、楽天的なので、救われている。以前は思い出すと、涙が
止まらない。これからのことを考えると眠れない日が多い。 	
  	


•  長男を震災で亡くしてから睡眠薬を服用しないと眠れなくなった。	
  
•  自宅がある人に対して何の支援もしてくれない（と涙ながらに話す）。

経済的な不安が大きく、今後どうしていけば良いのかわからない。	

•  今も求職中であるが、仕事が見つかるか不安で考えると夜も眠れな

い日が多い。	

•  津波で全壊したり、引越し、亡くなったなどで周りに家がなくなり、交流

がなくなった。取り残された気持ち。	

•  自立できる人はどんどん前に進んでいるが、立ち止まったままの人は

どうすればよいのか。	

•  心の中の頑張らなくてはと思う気持ちが、絶望に代わっていきそうだ。	


在宅被災世帯の問題　２	
 

•  問題があり専門職の支えを必要としている住民の割合は震災
後１年目と２年目で変化しておらずむしろ増えている	
  

Ø  問題があり専門職の支えを必要としている住民の割合は震災後１年目と２年目で変化しておらずむしろ増えている	
  
Ø  制度、地域専門職、支援団体等により、住民が抱える問題の改善に努める動きは多数行われている。しかし、問題は膨大な量である	
  
Ø  住民を支える支援者が連携し、地域一体となる必要がある	
  



■　地域づくり事業の渡波ミーティング　	


Ø  地域の支援者が協働で問題に取り組む場が必要である	
  

Ø  膨大な需要であること、また孤立の問題など、地域で取り組
んでいく必要がある。	
  

Ø  住民の生活再建、地域復興の主体は、現地である。外部支
援者は地域の力を後押ししサポートする役割を務める	
  

制度、地域専門職、支援団体等により、住民が抱える問題の改善に努める
動きは多数行われている。しかし、問題は膨大な量である	
  
住民を支える支援者が連携し、地域一体となる必要がある	
  

問題があり専門職の支えを必要としている住民の割合は震災後１年目と２
年目で変化しておらずむしろ増えている	
  

在宅被災世帯が抱える問題は、保健・医療・介護・福祉、さらに生活支援ま
で多岐にわたり複雑に関係している上、表に出てこない問題、自助では解
決できない問題が多い	
  

■　現状のまとめ	


■　今後の活動に求められるもの	


地域でともに取り組む「渡波ミーティング」の取り組み	
 

Ø  多岐にわたり複雑に入り組んでいる住民が抱える問題に対し、住民の健康と生活を支える関係者が協力し取り組んでいく	
  
Ø  行政主導ではなく住民主体となり、住民自身が自らの地域をよりよくすることを考え、活動する潮流を創る	
  

–  背景	
  
震災後の住民が抱える問題は、多岐にわたり
複雑に入り組んでいる。	
  
住民を支える支援者で包括的に連携・協働す
ることが必要である。	
  

	
  
–  目的	
  

1.  住民の健康と生活を支える関係者が協力
し対策案を考え取り組める場を作る	
  

2.  地域全体を俯瞰し、何が問題なのかを把
握・解決できる仕組み作り	


3.  行政主導ではなく住民主体となり、住民自
身が自らの地域をよりよくすることを考え、
活動する潮流を創る	
  

–  メンバー	
  
l  渡波地域保健師	
  
l  渡波地域包括支援センター	
  
l  石巻医療圏 健康・生活復興協議会（RCI）	
  
l  オブザーバー：石巻市立病院 開成仮診療所	
  



ミーティングは、３つのステップで進める。	
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STEP1	
  
地域住民の抱える問題点の特定	


STEP2	
  
問題点に対してのアプローチ方法の検討	


STEP3	
  
具体的な企画の実施・検証	




STEP1	
 

地域住民の抱える問題点の特定	
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渡波地区住民の課題は、「人とのつながりが薄い」である	
 

30%	
  

18%	
  

17%	
  

10%	
  

6%	
  

5%	
  

0%	
   10%	
   20%	
   30%	
   40%	
  

行政への要望	


精神的負担	


孤立・交流がない	


住環境	


経済	


就労	


渡波地区　住民の声からみた問題（一部抜粋）	
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RCI戸別訪問聞き取りで得られた「住民の生の声」を蓄積した「備考欄」を分析した。	
 
渡波地区では「精神的負担」と「孤立・交流がない」という人との繋がりに問題を抱えている
人、世帯が多いことが分かった。	
 
渡波ミーティング参加者間で問題を共有したところ、問題意識は同じであった。	
 

行政への要望、住環境、経済、

就労問題は震災に起因する

問題が多く、住民が抱える本

質的な問題は、将来への不

安という精神的負担、孤独

への恐れのような孤立・交

流がないという問題であり、

対処が必要。	
 

精神的負担、孤立・交流が

ないという問題ともに共通

するのは人との接点がない

（少ない）ということであ

り、人との接点が重要な

キーワードになることが分

かった。	


総数327	




人のつながりを構築することを目的に取り組む	
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人の	
  
つながり	


孤独への不安	


震災による別離	


介護による精神的・身
体的負担	


近隣の方との溝	


人と交流したい	


人に相談したい	


生きがいの喪失	


将来への不安	

震災体験からのPTSD	


精神起因の身体症状	

震災後の片付けによる

疲労	


人のつながり構築に取組むことで、その他の問題にも効果も期待できる。	
 
その他問題までの効果を考えながら取組む。	
 



STEP2	
 

問題点に対する	
 

アプローチ方法の検討	
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住民主体、地域を支える人を後押しする支援が必要	
 

集団支援	
 個別支援	
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運営主体	


Ø  集団支援・個別支援を両輪として回していく	
 
Ø  地域住民を主体とすること	
 
Ø  そのため専門職や支援者の役割は二つある	
 

•  地域住民の後押し	
 
•  地域について地域の住民で考える場作り	
 

地域がどのような状況か把
握する必要がある。※1	
  

マップ作り	
  
•  社会資源	
  
•  孤立懸念	
  

RCIで行っている活動	
  
• アセスメント調査による
個別接点	
  

• 専門職による個別支援	
  

これまでの支援とは異
なるめ、実際にRCIで
行った※2	
  

渡波ミーティング	
  



※２　RCIで孤立が懸念される世帯に対して集団支援に取組んだ	
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l  目的	
 

孤立懸念される世帯を対象に、	
 

参加者同士が知り合い、何かを	
 

誰かと楽しむきっかけ作りを目的に開催	
 
	
 

l  対象者	
 

専門職サポートと、アセスメント調査か
ら抽出された「孤立」が懸念される人	
 

	
 

l  日時、場所	
 

①12月23日	
 AM	
 	
 大街道会館	
 

②12月23日	
 PM	
 	
 山下会館	
 

③12月24日	
 AM	
 	
 渡波公民館	
 

④12月24日	
 PM	
 	
 祐コミュニティホール	
 

•  「自分はお客さんだと思った」「自分は魚がさばけ
るので料理がしたい」という自ら何かをしたいとい
う主体性を持ちたいという感想。	
  

•  参加された方の多くは自分から参加できる方。ま

た関係が深い方からの誘いがあった方だった。	
  



l  地域の状況	
 

–  社会資源マップ	
 

–  孤立懸念マップ	
 

	
 

l  集団支援の事例	
 

–  RCIクリスマスイベント	
 

「歌っこ広場」	
 
孤立懸念される世帯を対象に、	
 

参加者同士が知り合い、何かを	
 

誰かと楽しむきっかけ作りを目的に	
 

山下・大街道・渡波・住吉で開催	
 

	
 

–  大橋仮設団地の事例	
 

「大橋メンズクラブ」	
 
仮設団地で男性の集まりを住民が	
 

主体となり企画運営して	
 

継続している事例	
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•  孤立懸念者が”集積している”場所を把握できた	
  
•  地域コミュニティ形成のインフラである「集会所」

が機能していないことが分かった	
  

•  「自分はお客さんだと思った」「自分は魚がさば
けるので料理がしたい」	
  

→　住民が主体となることが必要	
  
•  参加された方の多くは自分から参加できる方。

また関係が深い方からの誘いがあった方。	
  
→　孤立された方を社会参加に促すにはまず
地域のまとめ役となる人を発掘し、後押しし、
その地域の方から誘いだすステップが必要。	
  

•  石巻市健康推進課の「大橋メンズクラブ」の事例
はまさに、仮設団地の集まりからリーダーが生

まれ、住民が主体となり継続してつながりを保っ
ている。そこから新しいコミュニティが形成され、
大橋仮設で集団移転したいというほど、地域の
きずなが強まった事例。	
  



STEP3	
 

具体的な企画の実施・検証	
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今後、渡波ミーティング参加と地域住民を含めた「地域を考える会」で具体的な企
画内容や、実施時期などを決定する予定である。	
  



地域の人が地域の人を支える「共助」に取組む	
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共助	


•  共助の仕組みが必要	
  
自力で解決する（自助）だけでは	
  
問題が多岐にわたり複雑に入り組んでいる
ため難しい。	
  
	
  
公で解決する（公助）に頼るだけでは、	
  
震災のような有事では公の負担が大きく、	
  
また継続性の視点から住民同士が支え合
う仕組みでないと難しい。	
  
	
  

	
  

「共助」が必要	


•  本当に困っている住民を支える住民を後押
ししていくのが支援者の役割	
  

•  支える住民、支えられる住民が生きがいや
やりがいを持ち、共助できる仕掛けができる

よう取り組む	
  



リリース情報	
 

　当協議会の活動について、以下のように取り上げていただいています。	
 

放送予定についても記載いたします。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

※平成24年12月12日～平成25年1月20日24:00時点での主なメディア掲載情報です。	
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12月24日	
 
石巻日日新聞　第1面	
 

絆が災害の回復力　-帝京大大学院が研究報告-	
 

1月	
 
日本医療企画　「介護ビジョン」	
  

高齢者の生活を包括的に支える新たな社会システムを構築したい	
 

1月	
 日本医療企画　「クリニックばんぶう」	
 

1月7日	
 
1月14日	
 

NHK教育テレビジョン　「ハートネットTV」	
 
未来へのアクション　－File9　復興を支える“右腕”たち－	
 

1月20日	
 
NHK　東日本大震災プロジェクト　明日へ－支えあおう－	
 

「往診先生の挑戦　～被災地に広がる在宅医療～	
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団体名	
 石巻医療圏　健康・生活復興協議会	
 

英語名	
 Health and  Life Revival Council in Ishinomaki  district (RCI)	
 

設立	
 平成23年11月	
 

	
 
	
 

宮城県石巻市中里三丁目12　在宅被災世帯サポートセンターA	
 棟	
 

連絡先	
 TEL　	
 	
 	
 0225-23-9561	
 
FAX　	
 	
 	
 0225-23-9562	
 
MAIL	
 　ishinomaki.rc@gmail.com	
 

責任者	
 代表　　武藤	
 真祐（医療法人社団鉄祐会　祐ホームクリニック石巻　院長）	
 
副代表　園田	
 愛	
 	
 （　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長）	
 
副代表　生川	
 慎二（一般社団法人高齢先進国モデル構想会議　　　　理事）	
 

活動概要	
 石巻医療圏での在宅被災世帯への健康・生活情報の戸別訪問聞き取り調査を行う。	
 
その調査の結果、健康・生活面への支援を必要とする方に対し、協議会、専門職及び専門職団体（自
治体・NPO・医療／福祉団体・民間企業など）との連携により必要なサポートを行う。	
 

コア団体	
 医療法人社団	
 鉄祐会	
 
公益社団法人日本医療社会福祉協会	
 東日本対策本部	
 
一般社団法人	
 高齢先進国モデル構想会議	
 

スタッフ数	
 45名（平成24年6月時点）	
 

運営団体	
 一般社団法人　高齢先進国モデル構想会議	
 

本件連絡先	
 TEL　0225-23-9561　運営本部事務局　逢坂	
 美幸	
 

参考　–　組織概要	
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